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日本とシンガポールの算数・数学教育カリキュラムの比Ò研究

�シンガポールの�É Mathematics Syllabus をもとに�
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本研究��， 2020 vに�Å� �シンガポールの Mathematics Syllabus の\�お��日本の学習指

導要領との�Ñ!Òし�，N|の日本の算数・数学教育に��� る�ととし�，�エ82ン,にm

�い����ib�カリキュラム>ネジ@ントの�É，��¨ÖÄ型の"プロー/の²�«導Y，�

「7.ーン」に関する[sのカリキュラム�のPºOけの 3 ¥が°g� ��

$868,：カリキュラム�Ñ，Singapore，Mathematics Syllabus，Big ideas
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OECD では，2015 年から Education 2030 プ
ロ?6;Dがziし，プロ?6;DのÕµにお

い て ^ � さ れ た 図 1 の OECD Learning 
Framework 2030 (OECD, 2018)では，『°識
(Knowledge)』『@キル (Skills)』『��及び`b
È (Attitudes and Values)』という 3 つの要素
が»み合って=ンGCンシーにつながること

が示された。

; �� ��
� �������� ��������� ����
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日本では，2017 年に小学校学習指導要領およ
び中学校学習指導要領，2018 年にÞ·学校学習
指導要領が�Éされ，{_た�に育みたいÎ

Ï・Áhが「°識及び�Á」「思考h，g�h，

表©h·」「学びにqかうh，Y×�」の 3 つに
�ªされた。「°識及び�Á」は図 1 における 3
つの要素の『°識』に，「思考h，g�h，表©

h·」は『@キル』に，「学びにqかうh，Y×

�」は『��及び`bÈ』に概ね��する。

また，今tの学習指導要領の�Éにおいては，

見方・考え方を重Çした教育が示された。この

見方・考え方は，図 1 の『°識』の一Ýwとさ
れる7G@Cミッ;な°識と内容的に'(重

なるものであり (­Xa , 2020)，OECD が「°

識や@キルを�要な場Ùでºみ合わせて活用

していくた+の統合的アプローA (Holistic 
Approach)」 (OECD, 2005, p.8)を重Çしている
こととÝ\する。

さらに，���sのÇ¨として�W体的・�

Ë的で§い学びが示された。これは，図 1 を発
�させたラーEング・=ンパ@の中�的概�と

される7ー?6ンシー (Student Agency)に通じ
るものである。7ー?6ンシーとは「変化をÑ

こすた+に，Â分で¯¡を設定し，�りÓり，

Í[をもってÃiするÁh」(OECD, 2019)と定
½され，W体�が重Çされている。また，7ー

?6ンシーは，一Yで発�する�けでなく，共

同で発�されるものでもあるという共同7ー
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?6ンシー (Co-Agency)の概�も�rされてお
り，�ËはUm£である。このように，日本の

教育�Úは，Education 2030 プロ?6;Dの�
Ûを�なからずlけている。

算数・数学教育に関しては，数学的な活iを

通して「数学的な見方・考え方」をcかせるこ

とが重Çされることとなった。これは，7G@

Cミッ;な°識の概�を数学に�¨化したも

のとoえることができる。学習指導要領のJ示

後，3 年×の¦Ã期×を­て，2020 年�から小
学校，2021 年�から中学校，2022 年�からÞ
·学校において，新しい学習指導要領に�nし

た算数科・数学科の教科書による教育が本�W

xとなった。ようやく，小・中・Þという連続

�・一Æ�の中で，日本の算数・数学教育が新

しいÈÑに乗りz+たとこ�である。

一方，日本と同�，PISA や TIMSS において
数学の�²$位Pであるシンガポールでは，ビ

ッグアイデアを数学の中心概�とし，2020 年に
Mathematics Syllabus Primary One to Six (以
下 Mathematics Syllabus と�，Ministry of 
Education Singapore, 2020)が�Éされた。この
�ÉのWな重¨として以下の 3 ¨が示されてお
り，Education 2030 プロ?6;Dが，シンガポ
ールの教育�Úにも�Ûを及(していると考

えられる。

(1) 21 '«のÁhの育�を�ポーDする重要な� � � � � �
数学的プロ�@を発�させ続ける。

(2) �dの数学のªºや活用を§+る数学にお
けるビッグアイデアへの更なる�付きを育

�する。

(3) ÂW的な学習と�りÓりを6進するた+に
�タ認°の育�に，より一Zの重¨を置く。

シンガポールの数学カリキュラムは，日本と

同�，かなりª統的に�ªされており，日本で

重Çされている数学的な見方・考え方と共通す

るÕ分のUいMÜº�@DラC?ーという概

�が，Mathematics Syllabus に位置付けられて
いる (vX¤n・ÐX´Ã・±v�¢ , 2018)。
日本の学習指導要領は 10 年�とに�Éされ

るが，yにC分の期×が­Õしている。次期学

習指導要領における算数・数学教育の方q�を

Eう$で，日本の算数・数学教育と共通¨のU

いシンガポールのiqを分�・考Yすることは

重要である。そこで，本研究では，2020 年に�
É さ れ た シ ン ガ ポ ー ル の Mathematics 
Syllabus の分�および日本の学習指導要領と
の比Òを通して，今後の日本の算数・数学教育

に�+られる示Lをeることを¯的とする。:

体 的 に は ， シ ン ガ ポ ー ル の Mathematics 
Syllabus の��要素にしたがい，「数学の本Ï
とCー�」「数学の内容領域とカリキュラムの

�ºみ」「数学のビッグアイデア」「数学の教�

プロ�@」「数学の学習�Øと教育的アプロー

A」「数学の学習内容」の 6 つのÇ¨からシンガ
ポールの数学教育の特徴をoえる。

2� ,e]の本}とERJ-2�08比較

(�)@Q=IROのカリキュラムのn`

&e]の本}

数学は，基本的なレベルでは，「数と§×に関

する�Ï，関係，�算，アル�リ�ム，�用の

学M」であり，よりÞ�なレベルでは，「mÅ的

な�Åや概�の学Mである」と定½されている。

また，数学的な�Åや概�，関連する°識や方

法は，MÜº�における「�Y，Ãª的qÃ，

AÎ的思考」の®�として導かれ，特に，「mÅ

化は，数学をMÜº�の^hな�ールにするも

の」として重Çされている。さらに，数学は，

「学Mのアイデアや®�を表©・/Òするた+

の»ÀをÂらの中に8えている」という数学の

表©�も�¯されている。

'e]のERJ

$Íの数学の本Ïに基づき，「数学的�Å

(Mathematical Objects)」との関わりにおいて
³りÓされる『�Ïと関係 (Properties and 
Relationships) 』『 t ^ と ア ル � リ � ム

(Operations and Algorisms)』『表©と=ミュE
�ーシ"ン (Representations and Communica-
tions) 』『 m Å 化 と � 用 (Abstractions and 
Applications)』という 4 つの数学のCー�が設
定され，図 2 のように位置付けられている。こ
れまでの Mathematics Syllabus になかった図
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であり，今tの�Éにおける重要な考えを表し

ている。また，4 つのCー�は，それ�れ以下
のようなMいと関連している。

『�Ïと関係』ß数学的�Åの�Ïとは何か，ま

た，それらはどのように関連しているのか。

『t^とアル�リ�ム』ß数学的�Åに�して，

どのようなjKのあるt^ができるか，また，

それをどのようにWÃするか。

『表©と=ミュE�ーシ"ン』ß数学的�Åや概

�をどのように表©し，学M分野内Tで/Òで

きるか。

『mÅ化と�用』ß数学的�Åをどのようにさら

にmÅ化し，どこに�用できるか。

; �� C>�*8/

�����"#!% �� ��$��#��� ����� �!�� 2�2��

『�Ïと関係』に関して，「�Ïや関係をªº

することにより，数学的�Åをより§くªºす

ることができ，それらを用いて©W'�のMÜ

を デル化し，º�することができる」という

数学化に�するよさが示されている。また，『t

^とアル�リ�ム』に関しても，「�算やアル�

リ�ムのjKとそのWÃ方法をªºすること

により，数学的にMÜをº�することができる」

というº�WÃにおけるよさが示されている。

『表©と=ミュE�ーシ"ン』に関して，「数学

の=ミュE�ーシ"ンは，°識をªºし�+る

た+に�要である」という数学的=ミュE�ー

シ"ンの�要�が示されている。また，数学的

表©には，「½Gや表½，表・グラ�・A!ーD・

幾何図形のような図」がIまれ，数学的=ミュ

E�ーシ"ンには「数学的½Íのz£な�示と

数学的アイデアのÓ=な表©のÔlがIまれ

る」というように，数学的=ミュE�ーシ"ン

における数学的表©の重要�も示されている。

『mÅ化と�用』に関して，「mÅ化は数学的思

考の�心であり，数学の�用はmÅ化によって

mÁとなる」というmÅ化と�用の関係が示さ

れている。また，「mÅ化のプロ�@は，数学の

中の�ÎとÄかなつながりをmÇ化し，数学を

^hなÑ:とする」とともに，「mÅ的な数学的

�Å，�Ï，�算，関係，表©を用いることに

より，©W'�の©Åの デル化と研究がmÁ

になる」というj½が示されている。

(2)日本のカリキュラムとの比較

数学の本Ïに関して，日本では，「数学は，M

Üを発見してº�し，それらを�りÓりながら，

更に考え続けることで発�をしている。数学を

学�ことは，MÜを発見しそれをº�するNび

をkeし，Y�をよりÄかに�きることにX&

するものと考えられる。」 (vÕ科学¡ , 2018b, 
p.32)と数学学習のj½が位置付けられており，
図 3 のように数学におけるMÜ発見・º�の重
要�が示されている。

; �� JC7C>�>LNH�!18&

(f�q]p� 2����)

また，「小学校の{に:体�を0って素�に

学�できた内容を，中学校では数の¨Oを��，

mÅ的・Ãª的に�ªして学習し直すことにな

る。そして，さらにÞ·学校・V学ではそれら

が，数学の体ªの中に位置付けられていく。」(v
Õ科学¡ , 2018a, p.9)と , mÅ化・体ª化を通
して基本的なレベルからÞ�なレベルにシ�

Dすることも示されている。さらに，「数学的な

表©を�Éに用いることで，)いにÂ分の思い

や考えを共通の場で/え合うことがmÁとな
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り，それらを共�したりÏ的にÞ+たりするこ

とができる。」と，数学的な表©も重Çされてい

る。したがって，数学の本Ïのoえ方に関して，

シンガポールと日本は同じ方q�であると考

えられる。

数学のCー�に関して，日本では「数学的活

i」と「数学的な見方・考え方」が¾当する。

数学的活iの内，「数学的な表©を用いてÁz

し/え合う活i」は，シンガポールの『表©と

=ミュE�ーシ"ン』に��すると考えられる。

また，統合的・発�的な数学的考え方をcかせ

たp究的な活iやMÜ^りなどの発�的な活

iは，『mÅ化と�用』に��すると考えられる。

MÜº�における数学的�Åの�Ïや関係へ

の¢¯というjKでは，数学的な見方が『�Ï

と関係』に関連すると考えられる。さらに，数

学的活iを通した数学のよさへの�付きは，

『�Ïと関係』や『t^とアル�リ�ム』とも

関連すると考えられる。したがって，数学のC

ー�に関して，Cー�の用Àは異なるものの，

シンガポールと日本が重Çしている内容はÝ

\していると考えられる。

	� ,e]のX_�[とカリキュラムのis5-

2�08比較

(�)@Q=IROのカリキュラムのn`

&e]のX_�[

Mathematics Syllabus においてカ�ーされ
る概�と@キルは，『数と代数 (Number and 
Algebra)』『 測 定 と 幾 何 (Measurement and 
Geometry)』『統計 (Statistics)』の 3 つの内容領
域で��される。また，内容に関連した学習­

Ýの中に，プロ�@，�タ認°，��の発Òが

ºみËまれている。

'e]カリキュラムのis5

図 4 のように，数学カリキュラムの�ºみの
中心に数学的MÜº�が位置付けられており，

数学的MÜº�Áhの育�をuえる 5 要素とし
て， )に関連する『概� (Concepts)』『@キル
(Skills)』『プロ�@ (Processes)』『�タ認°
(Metacognition)』『�� (Attitudes)』が示され

ている。この 5 要素は，数学の内容領域と関連
している。数学的MÜº�と 5 要素の関係を表
した*¹形の�図は，図 5 のように，以前の
Mathematics Syllabus(Ministry of Education 
Singapore, 2012)にも見られる。

; 	� C>#4$230�EK�������

�����"#!% �� ��$��#��� ����� �!�� 2�2��

; 
� C>�EK�������

(����"#!% �� ��$��#��� ����� �!�� 2��2)

しかし，今tの�Éにおいて，図のH¥の「数

学の�ºみ (Mathematics Framework)」から
「数学カリキュラムの�ºみ (Mathematics 
Curriculum Framework)」への変更に0い，5
要素の下位Û¯が，4 つの数学のCー�と関連
した内容に変更された。図 4 の数学的MÜº�
におけるMÜには，Ó=な概�と@キルのÔl

と Ó 用 を � 要 と す る D ¬ な 定 w 的 Â Ü

(Routine Tasks)と§い�Y，Ãª的qÃ，AÎ
的思考を�要とする·ÙなÚ定w的ÂÜ (Non-
Routine Tasks)がIまれている。Ú定w的ÂÜ
のº�に�して，MÜº�の 4 @Cップや�ュ
ーリ@C
ッ;のような一¶的MÜº�@D

ラC?ーの4用の重要�が示されている。特に，

5 要素の 1 つである『�タ認°』は，「思考につ
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いて考えることであり，Â分の思考プロ�@，

特にMÜº�@DラC?ーのÔlと4用につ

いて認識し，>fするÁhのことを指す」と定

½され，「Ú定w的MÜや�ープン7ン�MÜ

のº�に取りº
場合に�要とされる」と示さ

れている。

(2)日本のカリキュラムとの比較

小学校算数科の内容領域に関して，日本では，

「数と計算」「測定」「図形」「変化と関係」「デ

ータの活用」の 5 領域で��されている。シン
ガポールの『数と代数』には「数と計算」と「変

化と関係」が，『測定と幾何』には「測定」と「図

形」が，『統計』には「データの活用」が��す

ると考えられる。数学カリキュラムの�ºみと

して，日本ではMÜ発見・º�を中心に位置付

け，そのた+の数学的に考えるÎÏ・Áhとし

て，「°識及び�Á」「思考h，g�h，表©h

·」「学びにqかうh，Y×�」の 3 つの要素に
�ªされている。「°識及び�Á」はシンガポー

ルの『概�』と『@キル』に，「思考h，g�h，

表©h·」は『プロ�@』と『�タ認°』に，

「学びにqかうh，Y×�」は『��』と『�

タ認°』に概ね��する。

したがって，数学の内容領域と数学カリキュ

ラムの�ºみに関して，º合せによる��は異

なるものの，同じ��要素を�していると考え

られる。特に，シンガポールの「MÜº�@D

ラC?ーのÔlと4用」は，日本の「数学的な

見方・考え方をcかせること」と通ずるもので

あり，�りÓりを重Çした教育は�タ認°の育

�につながるものであると考えられる。


� ,e]のGD?:;F:-2�08比較

(�)GD?:;F:2�08Swoz{

&GD?:;F:の^tと�Z

数学におけるビッグアイデアとは，「数学の

学習において中心となる考え方のことであり，

Uくの数学的ªºをまとまった全体として®

びつけるものである」と定½され，表 1 のよう
に 21 のビッグアイデアが導き<されている
(Charles, R. 2005)。また，数学におけるビッグ

アイデアは，数学の重要な7Ùに関するアイデ

ア，@DラC?ーまたは考え方であり，Uくの

+のアイデアや@DラC?ーをBIし，関連付

けたり，さらなる学習と一¶化を�ポーDした

りする体ª的な�Îや�ºみを�_すると»

われている (Siemon, D., Bleckl, J. and Neal, 
D., 2012)。

M �� �� �-)% !+ 

1 数 (Numbers)

2
_ÓPd�Ç数�

(The base ten numeration system)
3 µS~ (Equivalence)

4 �Ñ (Comparison)

5
¤算の�fと関T

(Operation meanings & Relationships)

6 ~質 (Properties)

7
m本LÙと"ル)リ-ム

(Basic facts & Algorithms)
8 Â²� (Estimation)

9 7.ーン (Patterns)

10 n数 (Variable)

11 �R~ (Proportionality)

12 関Tと関数 (Relations Ý functions)

13
�程xとJµx

(Equations & Inequalities)
14 kyと´Q (Shapes & Solids)

15 �eとPº (Orientation & Location)

16 ny (Transformations)

17 ¢p (Measurement)

18 2ー.のcØ (Data collection)

19 2ー.のÀ§ (Data representation)

20 2ー.の\u (Data distribution)

21 ¯¦ (Chance)

'GD?:;F:のayb

ビッグデータの{代において，UくのiSを

関連付け，�jKなiSを見<し，新しいもの・

こと・関係をAÎするhが，{_た�に�+ら

れている。数学的°識はUm£であるが，それ

らの°識を関連付ける本Ï的なアイデアが重

Çされている。そのjKにおいて，ビッグアイ

デアが重要なa@を�たすと考えられる。

この数学におけるビッグアイデアは，{_た

�にとって重要である�けでなく，数学を教え
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る教[にも�要である。ビッグアイデアへの{

_た�の�付きを6すた+には，教[が学習内

容としての数学的°識のつながりをªºする

とともに，つながりのµ|にあるキーアイデア

として，ビッグアイデアへの�付きを�してい

ることはUm£である。したがって，ビッグア

イデアは，教[のÎÏ・Áhのq$と関連付け

られ，���sのÇ¨にもなりeる。しかし，

ビッグアイデアは，�¨Oのアイデア，@Dラ

C?ー，考え方がIまれるた+，「より�±され

たキーアイデアと@DラC?ー，それらの×の

®び付きが，指導にiSを�_し，�dの学習

をurするた+に�要である」と指sされてい

る (Siemon, D., Bleckl, J. and Neal, D., 2012)。
また，ビッグアイデアは数学的°識を®びつけ

るアイデア，@DラC?ー，考え方であるた+，

数学を��したり数学を活用したりする場Ù

において，学習のÊ¦を6進することが期bで

きる。したがって，�要�2×の数学的°識と

ビッグアイデアをªº，それらを活用すること

が，算数・数学の学習の中心となる�要がある

と考えられる。ビッグアイデアとその中や×の

つながりを中心に数学的内容を;°�しよう

とするなら，ビッグアイデアはカリキュラムの

�ÉのÇ¨にもなりeる。

(2)@Q=IROのカリキュラムのn`

ビッグアイデアは，「数学の中心となるアイ

デアを表©しており，異なるDGッ;，領域，

レベルをÇえて，一Æ�をもたらし，つながり

を示す」ものとして位置付けられている。また，

「ビッグアイデアをªºすることは，数学の本

Ïをªºすることに近づく」と，その重要�が

示されている。異なる数学の内容領域の概�を

��し，それらを®びつける 4 つのCー�と関
連させて，ビッグアイデアの 6 つの;ラ@ター
が取り$�られている。

&Y2�08GD?:;F:

「図は©W'�や数学的な�Åを©�かつ

Ç¸的に表©したものであり，�Åの特�を/

え，MÜº�を6進するa@を�たす」ものと

して位置付けられている。また，『表©と=ミュ

E�ーシ"ン』のCー�に関連して，「図が表し

ていること，その特徴や�まり�と，��のさ

れ方をªºする」ことの重要�が示されている。

'rWb2�08GD?:;F:

·`�に関する全ての½Íには，「数学的�

Å (数，]，方µ]など )と·`基� (b，Õ分Þ
全体の関係など )」が0-する。また，『�Ïと
関係』や『t^とアル�リ�ム』のCー�に関

連して，「ある形]から!の同bな形]への変

?は，分�，比Ò，ºを�+るた+のUくのt

^の基礎となる」ことが示されている。

(T\b2�08GD?:;F:

Uくの数学的®�はU変�に関連しており，

『�Ïと関係』と『t^とアル�リ�ム』のC

ー�に関連するU変�として，「数学的�Å (例ß
数 ，幾何学図形，数bデータの~合 )，i^ (例ß
�べDえやt^ )，数学的�Åの変化しない�Ï」
が示されている。

)m^2�08GD?:;F:

『mÅ化と�用』のCー�に関連して，測定

された数は，「©W'�や数学的�Åの特�を

定x化するた+の方法」として用いられ，これ

により，特�を分�，比Ò，順序付けできるよ

うになることが示されている。

*x|l2�08GD?:;F:

表½法は，「数学的�Å，�算，関係を½G的

に表©するもの」であり，『表©と=ミュE�ー

シ"ン』のCー�と関連している。「数学的表½

のjKと用い方をªºすることは，重要な数学

的®�，�Ï，関係に関する=ミュE�ーシ"

ン，qÃ，MÜº�を6進するのにa立つ」こ

とが示されている。

+比Vb2�08GD?:;F:

比例とは，「2 つの数xの関係において，乗法
的なqÃに基づき，一方の数xから+方の数x

を計算することができるもの」である。『�Ïと
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関係』のCー�と関連して，比例の概�の前�

として，「�eの比が同じになるように変化す

る 2 つのxが0-する」ことの�T�が示され
ている。

(	)日本のカリキュラムとの比較

  日本のカリキュラムにおいては，ビッグアイ
デアという用Àは用いられていないが，ビッグ

アイデアのjKする数学的°識のつながりの

µ|にあるキーアイデア，つまり学習内容の数

学的µ|は，数学的な見方・考え方をcかせて，

{_た�が発見すべき重要な内容として位置

付けられている。日本の算数カリキュラムにお

ける学習内容のまとまりは，小学校算数科の内

容の�{ (vÕ科学¡ , 2018a, pp.33-34)として，
「�数概�の形�とその表©のªº，計算の�

�と習e，�図形概�の形�と基本的な図形の

�Ïのªº，�xの;@とその測定の方法のª

º，��Åの変化と数xの関係の;@，�U£

定な�Åの考Y，�_Ñを立てて考えること，

�数学的に表©すること，�数学的に/え合う

こと」が示されている。�	�は，Wとして算

数科の学習において考Y�Åとなるものとそ

の考Yの方法に関するÛ¯であり，�	�は，

算数科の学習全体をuえる数学的な方法·に

関するÛ¯である。しかし，学習内容のまとま

りに関連するビッグアイデアとして数学的µ

|が�ªされているjではない。関数の考えや

D位の考えといった数学的な見方のUくは*

領域の学習内容と関連付けてÁzされており，

一方で，統合的な考えや発�的な考えといった

数学的な考え方は，算数・数学の学習全体にお

いて重Çされるものとして示されている。

これは，シンガポールのカリキュラムにおい

て，ビッグアイデアが数学の 4 つのCー�と関
連付けてºÁされているのと同�，日本のカリ

キュラムにおけるCー�である数学的活iや

数学的な見方・考え方と関連付けて示されたも

のであると考えられる。したがって，数学のビ

ッグアイデアに関して，数学を発見・AÎした

り，数学を活用したりするた+に�要となるO

用的なアイデアに�する重要�の認識は共通

していると考えられる。

��,e]のdcHPBA-2�08比較

(�)@Q=IROのカリキュラムのn`

シンガポールにおける教育Wqは，図 6 のよ
う に ，「 ポ ? C 
 � な 教 1 v 化 (Positive 
Classroom Culture)」「 � � の � 8 (Lesson 
Preparation) 」「 � � の W x (Lesson 
Enactment) 」「 l ` と � 
 ー � � ッ ;

(Assessment and Feedback)」という 4 つの基
本的な教�プロ�@で��される一連の教育

Wqとして位置付けられており，�用と¡Yの

�イ;ルによってuえられている。図 6 は，こ
れまでの Mathematics Syllabus になかった図
であり，今tの�Éにおける重要な考えを表し

ている。また，4 つの教�プロ�@は，表 2 の
ように，24 の教�7リアに分Ýされている。こ
れらの教�7リアは，1 つの教�プロ�@に特
化したものではなく，!の教�プロ�@におい

てHiされることもある。

; �� =DG�BA.5('

�����"#!% �� ��$��#��� ����� �!�� 2�2��

M �� �	 �BA"4 

ポジ1#:�教r文^

#1
M とラポールの¯´

(Establishing Interaction and Rapport)

#2
ポジ1#:�Ã{の¸�

(Maintaining Positive Discipline)

#3
�zとルー1#ンのÈp

(Setting Expectations and Routines)
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#4 VÜ関Tの�·

#5
学習½のエン7F@ント

(Empowering Learners)
��の£W

#6
��¬�の決p

(Determining Lesson Objectives)

#7
学習½のプロ9#ールの考�

(Considering Learners’ Profiles)

#8
[sのÔ�とÚwOけ

(Selecting and Sequencing Content)

#9
キーと�る問いのÆ©

(Planning Key Questions)
#10 学習のÚwOけ (Sequencing Learning)

#11
指導��の決p

(Deciding on Instructional Strategies)

#12
教�と教Zの決p

(Deciding on Teaching Aids and Learning 
Resources)

��のq�

#13
�習­Íの�~^

(Activating Prior Knowledge)
#14 ¿fのjÏ (Arousing Interest)

#15
学習½のKQ«参]のUÓ

(Encouraging Learner Engagement)
#16 �Ð~の発� (Exercising Flexibility)

#17
�¯�説�の�°

(Providing Clear Explanation)

#18
学習の<ー,Õ\と¹}のÌ�

(Pacing and Maintaining Momentum)

#19
`X学習のUÓ

(Facilitating Collaborative Learning)

#20
学習!¡�る��の発問の�¨

(Using Questions to Deepen Learning)
#21 ��の�と� (Concluding the Lesson)

ÊSと9#ー460ク

#22
v解Tの¯�と9#ー460クのq�

(Checking for Understanding and 
Providing Feedback)

#23
�{«学習の[Z

(Supporting Self-directed Learning)

#24
��の�る�題Èp

(Setting Meaningful Assignments)

(2)日本のカリキュラムとの比較

日本のカリキュラムにおいては，次の 6 つの
Ç¨から，*学校においてカリキュラム・�


?�ンDのW©が¯指されている。

�「何ができるようになるか」(育�を¯指すÎ
Ï・Áh ) 

�「何を学�か」(教科·を学�j½と，教科·
×・学校�Ø×のつながりをrまえた教育Â

µの°� ) 
�「どのように学�か」(*教科·の指導計Zの
^�とWx，学習・指導の�s・�W ) 

�「{_一Y一Yの発Òをどのようにurする

か」 ({_の発Òをrまえた指導 ) 
�「何がsに付いたか」 (学習l`の�W ) 
�「Wxするた+に何が�要か」(学習指導要領
·のª�をW©するた+に�要な方a )
したがって，教�プロ�@に関して，PDCA

�イ;ルでの���sの方q�や「{_のW�

やY.，¯¡，内容，方法，l`」のÈ¨がI

まれている¨は共通していると考えられる。し

かし，日本の場合は，教�プロ�@にそったも

のではなく，シンガポールの 24 の教�7リア
のようなmbなÈ¨は示されていない。24 の教
�7リアは，日本の 6 つのÇ¨からのカリキュ
ラム�
?�ンDにおいても，:体的なA6ッ

;Û¯として�$に活用できるものである。日

本においても，このようなU�なÈ¨からのA

6ッ;リ@Dを^�し，7ビデン@に基づいた

���s及びカリキュラム�
?�ンDのH

kをWxする�要があると考えられる。

��,e]の]uj�とdvo:HPRC-2�

08比較

(�)@Q=IROのカリキュラムのn`

教�プロ�@における 24 の教�7リアは，
図 7 に示す「�8�Ø (Readiness)」「'加�Ø
(Engagement)」「習e�Ø (Mastery)」という学
習の 3 �Øに位置付けられている。「�8�Ø」
では，学習Y. (#1, #2, #3, #4, #5)，学習eの
プロ�
ール (#7)，学習eのy習°識 (#6, #8, 
#10, #13, #22)，学習eのfKを4くようなiI
付けのあるVP (#7, #14)を考慮することの重
要�が示されている。「'加�Ø」では，学習e

のプロ�
ールやEー�に�じた指導をする

(#15)た+に，3 つの教育的アプローAをj図的
にÔlする (#11)とともに，学習の�ー@やd7
を考慮したり (#18)，�前の計Zや学習eの反�
の�8に基づき，�Éに��をn�したりする
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(#16)ことの�要�が示されている。「習e�Ø」
では，iIづけられた±習 (#24)，�りÓり学習
(#23)，発�学習 (#24)を通して，「学習のキーポ
インDをまと+，6習し，次の��につな�る

(#21)」ことの�要�が示されている。

; �� >L� � FO

�����"#!% �� ��$��#��� ����� �!�� 2�2��

3 つの教育的アプローAとは，『活iw学習
(Activity-based Learning) 』『 p 究 w 学 習
(Inquiry-based Learning)』『直接教�法 (Direct 
Instruction)』である。『活iw学習』では，学
習eが「�Yまたはグループで&hして，数学

的概�や�Áをp�し学習する活iに'加」で

きるようにする (#19)た+，教[は「学習eが教
F・教:を活用できるように計Zし (#12)，y習
の°識や­ÝからjKやªºを&cで��で

きるようにする」ことが�+られている。『p究

w学習』では，学習eが「Â分の`えを/え，

Ázし，考Yすることに取りº
」ことができ

るように，教[は「学習eが特定のキーとなる

Mいに~中できるように計Z」する (#9)ととも
に，「学習を§+るた+の発MをÃい (#20)，学
習eの考えをmÇ化する」ことが�+られてい

る。『直接教�法』は，学習eが「何を学�のか

(#6)，何ができるようになることが期bされて
いるのかがz示されたとき，�も$�的になる」

た+，教[は「新しい概�や�Áをz£にc�

し，Ázし，W�することにより (#17)，ªº，
jJ，Ò�kをÞ+る」とともに，「関連�を導

き<し，発Mし (#20)，重要な概�を^nし，思
考のロール デルとなる」ことが�+られてい

る。特に，C;�ロ?ーの活用に関して，「 ICT

を $ � 的 に 4 う Á h は 21 ' « Á h (21st  

Century Competencies)の一Õである」と，ICT
活用Áhの育�の�要�がrえられている。:

体的には，ICTの活用により，「アイデアを/え，
°識形�の一Yとして)いに&hすることが

できる」という学習eにとってのよさと，「学習

をl`し，タイムリーに�
ー��ッ;を�_

することができる」という教[にとってのよさ

がz示されている。そのた+，教[のÎÏ・Á

hとして Technological Pedagogical Content 
Knowledge と関連する e-Pedagogy のq$が重
要なÂÜとなっている。

(2)日本のカリキュラムとの比較

日本の算数・数学学習では，「�y習内容の£

認とÂÜの;@，��Yº�，�学び合い，�

l`MÜと�りÓり」というMÜº�wの学習

�{が@タン�ー�となっており，·数のH定

教科書に示されている (gXB� + 85 H , 
2020; RN�Q + 123 H , 2020)。また，日本
のカリキュラムでは，「W体的・�Ë的で§い学

び」のW©が�+られており，特に，算数・数

学教育では，統合的・発�的な考Yによる「習

e」「活用」「p究」を重Çした学習がj図され

ている。そのjKでは，数学的な見方・考え方

をcかせ，数学的活iを通して学習する日本の

W体的・�Ë的で§い学びは，シンガポールの

『活iw学習』や『p究w学習』に��すると

考えられる。一方，『直接教�法』に関して，教

[中心の��@タイルとして，日本においては

+定的である。教[が°識を/Òする�けの�

�であれ
，それはW体的・�Ë的で§い学び

にはつながらないことがUい。しかし，教[が

新しい概�や�Áをc�したとしても，それを

活用することに重¨をおいた活用重Çwの�

�であれ
，学習内容によっては，$W的に習

e・活用を6す��になりeると考えられる。

日本においては，©-，一Y一)のタ�レッD

]Eを活用した算数・数学学習が�+られるよ

うになり，今まで以$に，一D位{×の�
?

�ンDが重要になってきている。活用重Çwの

��は，タ�レッD]Eを活用した算数・数学
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学習とh,�があり，指導の�!化・学習の�

�化にX&すると考えられる。

したがって，数学の学習�Øと教育的アプロ

ーAに関して，&c的な学びを通したMÜº�

wを重Çしている¨では共通している。しかし，

シンガポールのように，z£に教えるべきこと

と考えさせるべきことを%!し，活用重Çwの

���{により，新しく°った°識や�Áを活

用する中で£かな学びにつな�るアプローA

も，日本の算数・数学学習に取り入れていく�

要があると考えられる。


� ,e]の]uX_-2�08比較

(�)@Q=IROのカリキュラムのn`

2022 年�Øでは，Mathematics Syllabus に
は第 2 学年の学習内容までしか>tされていな
い。そこで，第 2 学年までの内容領域!の学習
内容を表 3・4 に示す。

M �� 9?P<:�>L9?�I � >@�

数と)数

 P領G 2数

1. 100 ��の数
1.1 !
� �Ø>の中のsの数!数
る�と

1.2 数0のÀÇ�À§�お��Pd� (10の�と
�� ,  1の�と�� )

1.3 数Lと数�の��書�

1.4 2�*�のØ>の中のsの数の�Ñ

1.5 数の�ÑとÚwOけ
1.6 数7の7.ーン

1.7 w数 (1, 2, 10 �� )とÇ号 (1, 2, 3, �� )
2. 加法と減法

2.1 ]�とq�のhU

2.2 ± ,  ² , ´の.い�

2.3 ]�とq�の関T

2.4 1 gの数! 2 �*��す�と

2.5 100 *[の]�とq�

2.6 "ル)リ-ム!¨い�]�とq�

2.7 ]�とq�A�_算 (20 *[ / 2 gの数と 1
gの数����が�・�� が��し / 2 g

の数と,_の数 )
3. #�とª�

3.1 #�とª�のhU

3.2 �の.¨

3.3 40*[の#�

3.4 20*[のª�

 P領G お¦

1. お¦

1.1 ¦®!数
る�と (�ント;P� $1 ��，4
ル;P� $100 �� )

¢pとR,

 P領G ¢p

1. ¨�
1.1 �ン/@ートル�の¨�の¢p

1.2 省wy cm の.¨

1.3 cm ;P�の¨�の�ÑとÚwOけ

1.4 1cm ;P�の�\の¢pと-k

2. ^©

2.1 ^©! 5 \;P�+
る�と

2.2 am と pm の.¨

2.3 w� h と min の.¨

2.4 1 ^© /30 \の��^©

 P領G ky

1. Q¬ky

1.1 Q¬kyのÍ8，B名，Ç�，\¯ (¨�y /
k�y / ��y / 3 / :3 / D\3 )

1.2 i��Q¬ky!¨�y / k�y / ��y

/ :3 / D\3�-る�と

1.3 !
� �ky!�VするQ¬kyのÍ8

1.4 40ト���}�にky!4す�と

�Æ

 P領G 2ー.のÀ§と解¥

1. ��ラ9

1.1 ��ラ9の2ー.の��d�と解¥

M 	� 9?P<:�>L9?�I � >@�

数と)数

 P領G 2数

1. 100 ��の数
1.1 10 の�と�� (,_ ) / 100 の�と�� (,y )

�数
る�と

1.2 数のÀÇ，À§b�Pd� (100 のP， 10 の
P， 1 のP )

1.3 数Lと数�の��書�

1.4 数の�ÑとÚwOけ
1.5 数7の7.ーン

1.6 I数と1数

2. 加法と減法
2.1 ]�とq�の"ル)リ-ム (3 g�� )
2.2 3 gの数と 1 gの数，,_の数，,yの数の

]�とq�の_算

3. #�とª�

3.1 2， 3， 4， 5， 10 の$$À

3.2 �の.¨

3.3 #�とª�の関T

3.4 $$Àの�E[�の#�とª�
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3.5 2， 3， 4， 5， 10の$$Àの�E�の#�と

ª�の_算が��る�

 P領G \数

1. 2QにNする小部\

1.1 2Qの�部とし�の\数

1.2 \数のÀÇとÀ§
1.3 \mの0が 12!�
�い\数 (;P\数 / ?

\m\数 )の�ÑとÚwOけ
2. 加法と減法

2.1 \mの0が 12 * の 1 !�
�い?\m\数

の]�とq�

 P領G お¦

1. お¦

1.1 4ルと�ント�¦®!数
る�と

1.2 10 Ó数ÀÇ�のお¦の��書�

1.3 2 ���� 3 �の¦®の�Ñ

1.4 10 Ó�の¦®の�ントの�，����の�

�のnY�

¢pとR,

 P領G ¢p

1. ¨�，Ö�，Q²
1.1 ¢p (@ートル�の¨�，キロ�ラム / �ラ

ム�のÖ� / リ0トル�の�� )
1.2 ¢6�¢p;Pとw� m, g, kg, l の.¨

1.3 �ÑとÚwOけ (¨� /Ö� /Q² )
2. ^©

2.1 ^©!\;P�+
る�と

2.2 ^・\;P�の^©の¢p

2.3 ^・\;Pの^©!\;Pに，��，�の�

�のnY

 P領G ky

1. Q¬ky

1.1 大�� /y /� /e�とい	P~の 1 ���� 2
�にし�が��，Q¬ky�7.ーン!-�

��MV����する�と

2. ´Qky
2.1 ´QkyのÍ8，B名，Ç�，\¯ (´�Q /{

�Q /3§ /3e /u )
�Æ

 P領G 2ー.のÀ§と解¥

1. ¬z�の�い���ラ9

1.1 ¬z�の�い���ラ9の2ー.の��d�

と解¥

(2)日本のカリキュラムとの比較

シンガポールの『数と代数』の学習内容は，

「全数」という下位領域に関しては，日本の「数

と計算」の学習内容と殆ど同じであるが，第 1
学年からの乗法と除法の導入と第 2 学年からの

同分母分数の加法と減法の導入は，日本のカリ

キュラムの位置付けと異なる。また，「お金」と

いう下位領域が設定されているのも特徴的で

ある。『測定と幾何』と『統計』の学習内容も，

日本の「測定」「図形」「データの活用」の学習

内容と殆ど同じであるが，第 2 学年における重
さの導入や立方体，直方体，円錐，円柱，球の

導入は，日本のカリキュラムの位置付けと異な

る。このように，学習内容の配当学年に違いが

あり，シンガポールの方が日本よりも学習が前

倒しになっているものの，算数・数学教育にお

いて学習すべき内容は概ね共通している。

日本では教科書レベルで取り扱われている

ものの，カリキュラムに位置付いていない内容

として，シンガポールには「パターン」の学習

がある。シンガポールの以前の Mathematics 
Syllabus (Ministry of Education Singapore, 
2012)でも「パターン」の学習が全学年に位置付
けられており，今後更新される第 3 学年以降の
学習内容にも反映されると思われる。日本では，

小学校算数科の「変化と関係」領域に，比例・

反比例を中心とした関数の学習が位置付いて

おり，中学校数学科の「関数」領域に，比例・

反比例の負の数までの拡張，一次関数， y＝ax2

の学習が位置付いている。シンガポールでは，

小学校算数科において比例・反比例は学習せず，

「関数の基礎」となる「パターン」の学習が位

置付けられており，中学校数学科において一次

関数が導入され，その特殊な場合として比例が

学習される。このように，日本とシンガポール

では，「関数」指導における学習内容・学習順序

が異なっている。この「パターン」は，表 1 に
示したビッグアイデアの内の 1 つであり，関数
の考えと関連する重要な数学的な見方・考え方

になると考えられる。また，パターンの認識に

関する教育は，近年，幼児教育の分野において

研究が進みつつある内容であり，パターンの認

識に基づくパターンの発見・活用は，プログラ

ミングにおける Computational Thinking (日
本では，プログラミング的思考 )の重要な要素に
もなっていると考えられる。したがって，幼小

接続期の教育及び小中連携の教育への配慮や，
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*教科の特�に�じたプログラミングの導入

が�+られている中，日本の算数・数学教育に

おいて，「パターン」に関する内容をカリキュラ

ムに位置付けていく�要があると考えられる。

�� .972

本研究では，シンガポールの Mathematics 
Syllabus と日本の学習指導要領との比Òを通
して，今後の日本の算数・数学教育に�+られ

ることとして，以下の 3 ¨が示Lされた。
�U�なÈ¨からのA6ッ;リ@Dを^�し，

7ビデン@に基づいた���s及びカリキ

ュラム�
?�ンDのHkをWxする。

�z£に教えるべきことと考えさせるべきこ

とを%!し，活用重ÇwのアプローAを取り

入れる。

�「パターン」に関する内容をカリキュラムに

位置付ける。

本研究では，Mathematics Syllabus Primary 
One to Six をもとに，算数教育を中心とした比
ÒをÃった。そこで，今後のÂÜは，Mathe-
matics Syllabuses Secondary One to Four 
Express Course Normal (Academic) Course も
'Uし，日本の中学校数学教育にまで¨Oを�

�た研究をÃうことである。
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